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愛川町には、南米諸国やアジア諸国など、外国人の方
３千人以上が暮らしています。夏の勤労祭野外フェス
ティバルでのサンバや国際屋台村の催しなど、多文化
交流が行われており、外国人向けの料理を提供するお
店もあります。

外国籍住民の相談窓口の設置や窓口への翻訳機設
置など、外国人の方も安心して暮らせる環境をつくっ
ています。

親・子・孫などの三世代が町内で同居するため
住宅を取得あるいは改修する場合に、その費用の
一部を、取得で上限５０万円、改修で上限４０万円
補助します。

スマートエネルギー設備設置への
補助制度があります。設置費用の
一部について、各種補助メニュー
による算出方法により補助します。

空き家を活用して町内にお住まいになる方の
ために、空き家バンク制度を用意。登録された
空き家の取得などにかかる費用の一部を補助し
ます。取得で最大７０万円、解体で最大４０万円、
改修などで最大３０万円です。

毎日の暮らしに便利なコンビニエンスストアが２０店舗以上、
さらにドラッグストアやスーパーが約１０店舗ずつあります。

町内循環バスは、どこで乗っても降りても
１回１５０円 ！
小児（小学生）は５０円、未就学児は無料です。

「町民の足」として、とても好評です。
（土日・祝日・年末年始はお休みです）

町内の認定こども園、幼稚園、民間保育施
設、医療機関、介護サービス/障がい福祉
サービス事業所などに就労する保育士、幼
稚園教諭、看護職、介護職などの方に、最大
２０万円の奨励助成金を交付します。

新規就農直後の経営確立を支援するため、
最長で３年間、資金を交付します。
（最大で月額１３万 7,500 円、
　　　　　　　年額１６５万円）

このほか、新規就農者奨励金（最大６万円）
もあります。（１回限り）

さらに、家賃を補助する
新規就農者支援家賃補助金も
あります。
（最大で月額３万円）

愛川町にある神奈川県内陸工業団地では、100 社を超
える企業が操業しています。
圏央道の開通に伴い、ロジスティクスの拠点としても注
目されており、多彩な企業が立地しています。

※生きがいや趣味として耕作したい方
でも、小規模農地（10アール以下）
の借り受けができるよう、「あいかわ
準農家制度」を運用しています。

愛川町に居住・就労する方が、住宅を取得・増改築
をする場合に、対象となる4つの金融機関から借り
入れた資金の利子の一部を補助します。

「移住者★佐助」では
こう描いています

第５話
「農園を訪れる土田家」

「移住者★佐助」では
こう描いています

第７話
「外国人住民が本人役で登場！」
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子育て
CHILD READING

「移住者★佐助」では
こう描いています

第１０話
「佐助、子育て支援制度を活用！？」
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将来への学びを支える

結婚を機に取得した新居の購入費や新居の
家賃、引越しの費用を最大30万円助成し、
若い世代の新婚生活を応援します。
（夫婦ともに29歳以下の場合、最大６０万円）

生まれたお子さんに
育児用品購入助成券を３万円分支給。
町内ドラッグストアなど、おむつなどの購入に
使用できます。

高校卒業年齢までの入院・通院医療費の
自己負担分が無料です。

妊娠時に５万円、出産時に５万円の
妊婦支援給付金を支給します。

町立保育園５園、私立幼稚園１園、認定
こども園２園、小規模保育施設3施設が
あります。

就労や育児疲れなどで、家庭での保育が
一時的に難しくなったときのために、町立
保育園１園、認定こども園１園での一時保
育を利用できます。

急な発熱などでお子さんの具合が悪くなった時に、
保護者の代わりにお子さんをお預かりする病児保育が
利用できます。

「妊娠・出産・子育て総合相談」「妊婦等包括相
談支援」を実施。保健師・助産師が妊娠～子育て
期の不安や心配事に対し、切れ目のないサポート
を行います。

スマートフォンなどで、育児の記録や予防接種
スケジュールの管理ができるアプリ「電子母
子手帳」のサービスを行っています。

子育て支援センターでは、経験豊かなスタッフ
が子どもに遊びと触れ合いの場を提供。
パパ・ママ同士の仲間づくりもできます。

学習習慣を身につけ、学力を伸ばすために、小学校３・４
年生および中学生の希望者を対象として、放課後学習を
全小中学校で実施しています。

支援を必要とする小学3年生から中学３年
生までの児童生徒を対象に、学習支援や居
場所を提供する「土曜寺子屋」を実施してい
ます。

高校への通学負担を補助します。
バス通学定期代の約２５％、
自転車購入費の50%（最大2万円・
電動アシスト自転車最大6万円）

全小中学校に１人１台の情報端末やプログラミング教材を導
入し、これからの社会で必要な力を育てます。

義務教育９年間を通して学力を伸ばし、さまざまな課題を
解決する力をつけるために、小中学校の教職員が連携し
た、「小中一貫教育」を推進しています。

全小中学校に学習活動サポーターとインクルーシブサポーター
を派遣し、支援を必要とする児童・生徒に柔軟に対応しています。

全小中学校にスクールカウンセラーとスクールソーシャルワー
カーを派遣し、暴力行為やいじめなどの課題や不登校にも早期に
対応します。

全小中学校の普通教室および特別教室（理科室など）にエアコン
を設置。
児童生徒の健康面をサポートし、快適な学習環境を作っています。

小学校給食は、各校の給食室で調理。中学校でも、小学校の給食
室を活用した温かい給食を提供しています。国の交付金等を活用
して小学校全学年で給食費を無償化しています。

児童生徒全員に、タブレット端末機を貸与しICTを活用した授業
運営を行っています。

全小中学校のほぼ全ての教室でインターネットが活用できます。

町立中学校の2年生全員が、町内の企業や事業所
などで職場体験を行います。生徒たちが自身の将
来・キャリアを考える機会になっています。

「移住者★佐助」では
こう描いています

第４話
「授業参観はプロジェクションマッピング」
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「町一周駅伝」には、毎年多数のチームが参加。これ
まで５人の「箱根駅伝ランナー」を輩出しています。

子どもからお年寄りまで誰もが楽しめる約３０種目の
生涯スポーツを体験できるスポーツ・レクリエーショ
ン・フェスティバルを開催しています。

町のスポーツ団体をとりまとめる愛川町ス
ポーツ協会には、２１種目の団体が所属。
多彩なスポーツ教室も実施しています。

健康に関わる各種の取り組みに、「健康ポイン
ト」を付与します。ポイントを貯めて応募する
と、抽選で特典が当たります。

「健康度見える化コーナー」を健康プラザ内
に開設し、健康度チェックや健康相談ができ
ます。

町営の野球場とソフトボール場が合計７カ所。サッカーも
できる陸上競技場やスライダーがあるプール、バスケッ
トボール、スケートボードが楽しめる施設もあります。

町内には「愛川北部病院」と2５カ所の医科・
歯科診療所があります。夜間や休日の救急時
にも受診できるよう、近隣市町村と協力して医
療体制の充実を図っています。

　自然農法の農家を志し、都心から近い場所で土地を探
していました。
　実際に訪れてみて、豊かな自然と探していた自然農法
に適した豊かな土地があったので、愛川町に移住を決め
ました。
　移住の際も新規就農者の受け入れを推進している町で
すので、大きな苦労はありませんでした。
　今では、収穫した野菜を皆で食べたり、家族そろって楽
しめるワークショップを畑で開催し、町の良さを知ってもら
う活動もしています。
　とても住みやすい町ですよ。移住先としてお勧めです。

　新型コロナウィルス感染症に伴う緊急事態宣言を受け、
勤務している会社が全面テレワークとなったことがきっか
けで、地元である愛川町へのUターンを決めました。
　東京出身の妻は駅から離れた愛川町で暮らすことに、
「ちゃんと病院はあるの？」など不安を感じていましたが、
愛川町の魅力を伝え説得しました。実際に来てみると、
「意外と何でもあるのね」と驚いていました。
　移住生活をしてみて、自然豊かで子育ての補助が手厚
い愛川町は、以前住んでいた都会よりも暮らしやすいこ
とが分かりました。
　仕事で忙しくなってしまいがちですが、家族の時間を
大切にするために、月１回イベントを企画し、町のアスレ
チックで遊んだり、カフェ巡りなどをして楽しい時間を過
ごしています。この先、これからも地元愛ある愛川町で暮
らしていきたいです！

　ここまで紹介してきたとおり、愛川町では移住・
定住する皆さんへさまざまなサポートを行ってお
り、町の近年の人口動態では、転入が転出を上回
る「社会増」の傾向にあります。

　実際に町へ移住した「先輩」の声を参考に、
あなたもぜひ、愛川ライフを楽しんでみませんか？

　農業をはじめたくて自然豊かな土地を探し、愛川町に
行ってみたところ、角田大橋から見た中津川の美しい景
色を見て、ここだ !と決めました。
　まだ、小さな子どもがいるので、電車のない町に住むの
は少し不安でしたが、近所にスーパーやドラッグストアな
どが充実していて、日用品の買い物に困ったことはありま
せん。オムツ購入助成などの子育て支援制度もあるので
助かっています。
　最近は、子どもと中津川でお散歩し、親子で自然を感じ
たりしているほか、妻は、週に３～４日ほど、子どもと子育て
支援センターで遊び、ママ友との交流も楽しんでいます。
都心にも近く、車でお出掛けをするときは、渋滞に遭遇し
にくいところも気に入っています。田舎なのに便利なとこ
ろが良いところだと思います！

65歳以上の方に、介護施設などでのボランティア活動
に応じて、「愛川・ささえあいポイント」を進呈します。
最大1万円まで換金できます。

７０歳以上の方に、補聴器購入費の一部（購入費の
２分の１、最大２万円）を助成します。

大野さん

「わんぱく自然農園たむそん」 田村さん 須﨑さんご家族

健康
HEALTH

「移住者★佐助」では
こう描いています

第８話
「お店に劇場！？店主は７０歳！」
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高齢者の暮らしをサポート
70歳以上の方に、高齢者フリーパス乗車券
「かなちゃんパス」購入費のうち、１年券２万
円、６カ月券１万円、３カ月券５千円、電動ア
シスト三輪自転車の購入費の25％（最大2
万5千円）を助成します。
また、運転免許証を自主返納した75歳以上の方に、町内循環バ
ス乗車券（50回分、5年間）を交付します。
さらに、80歳以上の方には、１万２千円分のタクシー利用券を交
付します。（受けられる助成は年度内に１つのみです）
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（出典）愛川町「人口統計資料」（各年１月１日）
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